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課題名 チームリーダー名 所属機関 課題概要

1

アートによる複
雑系科学の表現
モデルの開発 池上 ⾼志

東京⼤学⼤学院
広域科学専攻
広域システム

複雑系概念の基礎とな
る知識(⼒学系、カオ
ス、進化アルゴリズム
など)のエッセンスを
アート作品を通して伝
えるモデルを開発す
る。
複雑系としてテイラー
乱流発⽣装置による流
体の乱流化現象を取り
上げ、進化アルゴリズ
ムを組み合わせて可視
聴化しサウンドアート
作品として提⽰する。
これによって複雑系の
コンセプトを表現し、
それを体験することで
科学はアートでもある
というメッセージを伝
える。

2

⾼校⽣と連携し
た科学コミュニ
ケーションモデ
ルの開発

伊藤 悦朗
徳島⽂理⼤学
⾹川薬学部

⾼校⽣を介して⼩中学
⽣に最新の研究成果と
理科の楽しさを伝え、
⼩中学⽣や保護者と研
究者との双⽅向コミュ
ニケーションモデルを
開発する。
ミツバチの８の字ダン
スを題材に⽣物学の最
新の研究成果を⾼校⽣
が⼀般市⺠に紹介する
ための教材を使⽤し
て、⾼校⽣が⼩中学⽣
や保護者へ分かり易く
説明する。参加者と研
究者との双⽅向コミュ
ニケーションシステム
を構築し、他の研究者
への普及を図る。

3

⽇⽶協⼒体制に
よる研究者⾃⾝
からの研究情報
発信のモデル開
発

⼤島 まり
東京⼤学
⽣産技術研究所

⽇⽶両国の協⼒によ
り、⽇本社会の現状に
合わせた研究者⾃⾝か
らのアウトリーチ活動
モデルを開発する。両
国の研究者等によるシ
ンポジウムを開催して
意⾒交換を⾏い、両国
の社会的⽂化的差異を
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踏まえたアウトリーチ
活動に関する共通点・
相違点を把握し、その
知⾒を基盤として研究
者、教育委員会、科学
館の連携により⽇本社
会の現状に合わせたア
ウトリーチ活動を⾏
う。そして、さらなる
発展を⽬指して両国に
よる連携体制を構築す
る。

4

素粒⼦実験⽤⼤
型装置を⽤いた
体験型学習モデ
ルの開発

⽚岡 佐知⼦
奈良⼥⼦⼤学
⼤学院
⼈間⽂化研究科

参加者⾃らの実験活動
と研究者との直接対話
によって、⾃然科学者
の研究活動を体験でき
るモデルを開発する。
具体的には、素粒⼦実
験⽤⼤型施設でサマー
スクールを開催し、研
究者の指導のもと実際
に検出器を使って宇宙
線のデータを取得、解
析する。得られた知⾒
を素粒⼦について直感
的に理解するための教
材開発にフィードバッ
クする。

5

科学コミュニ
ケーション能⼒
育成プログラム
の開発

⼩林 傳司

⼤阪⼤学
コミュニケー
ション
デザイン・セン
ター

若⼿研究者にアウト
リーチ活動の重要性を
理解させ、社会から
「信頼される専⾨家」
として育成するため、
科学コミュニケーショ
ン能⼒育成プログラム
を開発する。
具体的には、⼤学院⽣
を対象として、アウト
リーチに関する課題を
把握する講義、異分野
との交流により⾃らの
専⾨分野の特性を把握
する演習、市⺠対話を
組み込んだ演習、さら
には個々⼈のアウト
リーチ活動の実践⽀援
やNPOと協⼒したコ
ミュニケーション・
ネットワークの構築を
⽬指しながら、科学技
術コミュニケーション
能⼒の育成を図る。

6

指導者養成機能
を持つNPO連携
アウトリーチモ
デルの開発

柴⽥ 晋平
⼭形⼤学
理学部

研究者がNPOとの連携
により、研究者と市⺠
をつなぐための⼈材を
養成するモデルを開発
する。
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天⽂学の基礎知識や最
新の研究成果と、市⺠
に⾝近な星座などの知
識との両⽅を持つ指導
者養成システム(テキ
ストの作成、講座の実
施、「星空案内⼈」の
認定)を構築する。
NPOと連携したアウト
リーチ活動モデルを確
⽴することで、他の分
野や地域でも同様なモ
デルの実施が期待でき
る。

7

岐⾩県の地質を
題材とした野外
でのアウトリー
チ活動モデルの
開発

束⽥ 和弘
名古屋⼤学
博物館

正しい⾃然観を備えた
⾃然誌ファンの育成を
⽬指して、フィールド
でのアウトリーチ活動
モデルを開発する。
市⺠参加のフィールド
セミナー「地球教室」
を開催し、研究者⾃ら
が参加者とともに観察
や議論をすることで、
市⺠が⾃然について⾃
分で考え、正しく理解
する⼒を育成する。ま
た、「地球教室」を⼩
中⾼の教員や博物館学
芸員向けに公開実施す
るとともに、海外の研
究者、博物館員等によ
る次世代教育に関する
国際フォーラムを開催
し、その普及を図る。

8

超⼩型衛星開発
を題材にした学
⽣主導型アウト
リーチモデルの
開発

中須賀 真⼀
東京⼤学
⼤学院
⼯学系研究科

⽸サイズの超⼩型衛星
開発を通じて、ものづ
くりをベースにした
「観客型」及び「参加
型」アウトリーチモデ
ルを開発する。
具体的には、衛星を開
発した⼤学⽣が⾃らの
実験の場を公開し解説
する「観客型」モデル
と、中⾼⽣や社会⼈が
⾃ら衛星を製作し
フィールド試験を⾏う
「参加型」モデルを開
発する。テキストの作
成や衛星キットやオプ
ション品の開発を⾏
い、衛星開発を実施し
ている⼤学が地元でア
ウトリーチ活動を進め
るよう普及を図る。
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9

インターネット
を⽤いたテフラ
(⽕⼭砕屑物)に
関する国内・海
外との協同学習
モデルの開発

中⼭ 迅
宮崎⼤学
教育⽂化学部

⾝近な⾃然を対象とし
た科学的かつ協同的な
観察活動の⽀援モデル
を開発する。
研究者や教師の⽀援の
もと、国内に広く分布
しているテフラを各地
の中学⽣が観察する。
さらに、海底に分布す
るテフラの計測を⾏う
国際的な深海掘削計画
を⾏う研究者の協⼒を
得て、インターネット
上のブログや掲⽰板を
介した協同学習を⾏
う。

10

インターネット
による乳幼児発
達科学の在宅参
加型実験モデル
の開発

関 ⼀夫
東京⼤学
⼤学院
総合⽂化研究科

全国の乳幼児の養育者
が実験者となり⾃らの
⼦を対象に⾏動実験を
⾏う。研究者は得られ
た乳幼児の⾏動実験
データをインターネッ
トを⽤いて収集・分析
し、統計処理した結果
を実験者(養育者)に提
供する。
将来的に⼤規模縦断的
データ収集・分析結果
公表システムへと拡張
することを念頭にお
き、本年度はその下地
となるプロトタイプモ
デルを構築する。これ
により、養育者は発達
科学・認知科学への理
解を深めるとともに、
⼦の認知発達過程を客
観的に⾒ることが期待
できる。

11

ネットワーク型
サイエンスカ
フェモデルの開
発

福⻄ 浩
東北⼤学
⼤学院
理学研究科

研究者と市⺠の間の双
⽅向ネットワークを実
現するため、複数の会
場をインターネットで
結ぶネットワーク型サ
イエンスカフェモデル
を開発する。
サイエンスカフェの企
画は⼤学・⾼等学校・
中学校・科学館・NPO
が連携したネットワー
クにより⾏い、複数の
会場をインターネット
で結んだサイエンスカ
フェを開催する。これ
により、地域を⾃由に
拡⼤しつつ幅広い世
代・職業の⼈々が共に
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参加できるサイエンス
カフェを開催すること
ができ、急速な全国的
普及が可能となる。

12

学会・⼤学・科
学館・⼩中学校
の連携による最
新科学技術教材
の開発

堀 勝
名古屋⼤学
⼤学院
⼯学研究科

遠隔地に住む児童⽣徒
を対象に、学会・⼤
学・科学館・⼩中学校
が連携して体験型の科
学技術教材を開発す
る。
具体的には、応⽤物理
学会や⼤学の研究者が
⾝近な理科現象を題材
とした理科実験⼯作教
材や最新科学技術を体
験できる教材を開発
し、科学館を拠点とし
て遠隔地の⼩中学校に
おいて活動を⾏う。こ
れら学会・⼤学・科学
館・⼩中学校のネット
ワークを形成し、イン
ターネットを活⽤した
相互協⼒システムを構
築してコミュニケー
ションを図る。

13

国際協⼒による
アウトリーチ活
動のためのテキ
ストとデータ
ベースの開発

室伏 きみ⼦
お茶の⽔⼥⼦⼤
学
理学部

海外の⼤学・研究機関
との協⼒により、アウ
トリーチ活動⽤テキス
トの開発と海外のアウ
トリーチ活動に関する
国際的なデータベース
の開発を⾏う。
海外のテキストを参考
に作成したアウトリー
チ活動⽤テキストを⼩
中学校での授業で実践
し、⽇本の状況に合わ
せて改良し提供すると
ともに、海外のアウト
リーチ活動について教
材やシステム等に関す
る国際的なデータベー
スを開発し広く提供す
る。
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